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はじめに 

 
沖縄大学 嘉数健悟（事業実施責任者） 

 

本報告書は，中央教育審議会答申「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上に

ついて～学び合い，高め合う教員育成コミュニティの構築に向けて～」（2015）において提

案された「学校インターンシップ」の導入について，沖縄大学がこれまで行ってきた教育

委員会や学校現場との連携体制の構築による環境整備についての成果と課題をまとめたも

のです。  

沖縄大学では，教師志望学生が大学での講義と直接学校と関わるボランティア実践を通

して子どもと学校への理解を深め，実践的指導力の基礎を育む機会を提供することを企図

し，2009 年度に那覇市教育委員会，2011 年度に糸満市教育委員会，南城市教育委員会，豊

見城市教育委員会，2012 年度に浦添市教育委員会，南風原町教育委員会，八重瀬町教育委

員会の 5 市 2 町と協定を交わし，「教育ボランティア実践」を授業として設置し，開講して

きました。その間，本学は様々な課題を教育委員会，学校現場と共有しながら，2014 年度

に 3 市 1 町教育委員会（那覇市，浦添市，豊見城市，南風原町）との協定内容を見直し，

2015 年度より「教職インターンシップ」を実施しています（2 市 1 町とは，学生の移動距

離や学生の授業時間等への支障などから協定を解消）。  

現在，実施している「教職インターンシップ」は，再協定を結んだ 4 市町教育委員会，

学校現場の理解と連携がなければ実施できていません。本学の「教職インターンシップ」

は，2 日間の観察実習を行う「教職入門セミナー」，学習支援を中心とした「教職インター

ンシップ入門」，担当教員と一緒に共同で授業を実施したり，教科等の教材，教具の協働に

よる作成など，より実践に近い内容を経験する「教職インターンシップ実践」，そして，「教

育実習」（教壇実習）と，実習系科目が「授業を観察する」，「学校現場に行く」という「体

験」や「ボランティア」だけに終わるのではなく，各実習での課題や内容が次学年度に引

き継がれ，系統的に学びを深めていくことを意図しています。そのために，「教職インター

ンシップ入門」，「教職インターンシップ実践」，「教育実習」を同一学校で行える（少なく

とも「教職インターンシップ実践」と「教育実習」に関しては，同一学校に配置する）よ

うにし，継続的な子どもたちの関わり，継続的な指導が受けられるように依頼しています。

これによって，「教育実習」は，指導教員と学生が信頼関係を築いた中で行なえ，学生の成

長段階に応じた系統的な指導につながっていると思います。また，同じ学校において「教

職インターンシップ」や「教育実習」を行うことで，児童生徒の実態把握がより深くなり，

それを踏まえた教材選択や授業実践が可能になります。  

 このように，本学の「教職インターンシップ」は，教育委員会と学校現場の理解を得な

がら協働して取り組んでおります。  

最後に，「インターンシップ」は，教職課程を有する多くの大学が方法や内容など，そ

の実施について課題を抱えていると思います。本報告書によって，本学の取り組みが少し

でも参考になれば幸いです。  
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１．本事業の組織体制 

 

1.1.事業組織 

代 表 者 及 び 責 任 者：沖縄大学 学長 仲地 博  
事 業 実 施 責 任 者：沖縄大学 人文学部 准教授  嘉数健悟  
事 務 連 絡 担 当 者：教職支援センター 事務長代行 池村貴志  
事 業 実 施 委 員：沖縄大学 人文学部 教 授  上地幸市  
         沖縄大学 人文学部 准教授  吉川麻衣子  
         沖縄大学 人文学部 講 師  天久大輔  
 
1.2.事業推進委員会 

目 的  
事業推進委員会は，学生へのアンケート調査やインタビュー調査，データ収集・分析な

ど，本事業に関する調査研究を実施し，かつ本事業の統括を行う。  
 
委 員  
沖縄大学 人文学部 教 授  上地幸市  
沖縄大学 人文学部 准教授  吉川麻衣子  
沖縄大学 人文学部 准教授  嘉数健悟  
沖縄大学 人文学部 講 師  天久大輔  
教職支援センター 事務長代行 池村貴志  
 
1.3.教職インターンシップ推進委員会 

目 的  
教職インターンシップ推進委員会は，「教職インターンシップ」や既存の教育実習の実施

に関わる教育委員会や学校，大学との連携・協働の在り方についての取り組みの成果と課

題を明らかにするとともに，今後の「教職インターンシップ」の充実・改善について議論

する。  
 

委 員  
那覇市立 松城中学校 校長 相澤敬二  
那覇市立 仲井真中学校 校長 比嘉俊博  
浦添市立 仲西中学校 教頭 仲嶺香代  
那覇市教育委員会 指導主事 池原 鉄  
浦添市教育委員会 指導係長 石川博久  
沖縄大学 人文学部 教 授  上地幸市  
沖縄大学 人文学部 准教授  吉川麻衣子  
沖縄大学 人文学部 准教授  嘉数健悟  
沖縄大学 人文学部 講 師  天久大輔  
教職支援センター 事務長代行 池村貴志  
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2.2.本事業で開催された会議とその内容について 

（1）事業推進委員会 

第 1 回：2017 年 7 月 27 日（木）  

①本事業の進め方について  

②各人の役割について  

 

第 2 回：2017 年 10 月 31 日（火）  

①教職インターンシップで身に付けさせたい資質能力について  

②各人の役割の進捗状況  

③報告書の作成について  

 

第 3 回：2017 年 12 月 15 日（金）  

①教職インターンシップで身に付けさせたい資質能力，評価指標の策定  

②報告書の作成について  

 

第 4 回：2017 年 12 月 22 日（金）  

①教職インターンシップで身に付けさせたい資質能力，評価指標について  

②今後の日程について  

 

（2）教職インターンシップ推進委員会 

第 1 回：2017 年 8 月 4 日（金）  

①本事業の概要の説明  

②本委員会の役割について  

③教職インターンシップにおける学生の学びの実態について  

 

第 2 回：2017 年 11 月 10 日（金）  

①沖縄大学の教職課程の理念について  

②教職インターンシップの在り方について  

③教職インターンシップで身に付けさせたい資質能力について  

 

第 3 回：2017 年 12 月 26 日（火）  

①教職インターンシップの評価指標について検討  

②報告書の作成について  

 

第 4 回：2018 年 3 月 12 日（月）  

 ①本事業の報告書の確認  

 ②次年度以降の継続的な取り組みについて  

 

 

（沖縄大学 嘉数健悟）  
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4.3.学校現場からみる「教職インターンシップ」 

4.3.1.浦添市立仲西中学校における「教職インターンシップ」の実践 

(1)インターンシップの受け入れについて 

本校は平成 28 年度，29 年度と 2 年間沖  

縄大学の「教職インターンシップ」に取り  

組んでいる。前年度に浦添市の校長連絡会  

や教頭連絡会の中で，実際に大学側から，  

インターンシップのねらいや，概要につい  

ての説明があった。また，学校訪問を通し  

て，直接本インターンシップにおける達成  

目標や支援内容等の説明を受けている。受  

け入れにあたっては，学校側から申し込む  

という形になっており，それぞれの学校の  

状況によって，取り入れることができるもので，支援内容については，概ね学校現場にゆ

だねられている。このインターンシップによって，学生にどのような活動を通して，何を

身につけさせられるのかは，学校のアイデア一つで変わり，それぞれの学校の特色も出て

くるものである。  

本校は受け入れるにあたり，管理職が職員会議の中で「将来の教師を育てていくのも学

校の役割であること，本校の生徒にとっても学生との出会いが大切であること」などを伝

えながら職員への理解を求めたところ，快く受け入れることが決定した。このような協力

的な職員体制であることも重要なポイントである。実際に平成 29 年度は「教職インターン

シップ入門」を 5 名，「教職インターンシップ実践」を 4 名，計 9 名の学生を受け入れ，展

開することとなった。社会と英語は学生が各 1 名であったため担当教師を 2 名ずつ，体育

は体育科全体で 7 名の学生を受け持つこととした。しかし，特別支援，教育相談，生徒指

導に関わる窓口は教頭が引き受け，生徒指導主事，教育相談担当，特別支援教育コーディ

ネーターと連携し，教科の指導プラス特別な支援を要する生徒との関わりを作ることとし

た。  

 

(2)学生の活動時間割について  

 毎週水曜日に本校で教育活動に関わるということで，他の職員同様，職員 ID カードを

作成し，オリエンテーションで一人一人に配布  

した。「チーム仲西中の一員」であることを伝え，自覚と責任について考えてもらうことを

自覚と責任について考えてもらうことを意識し  

た。実際に授業観察や指導補助を行う際にも，  

大学インターンシップのメンバーであることを  

生徒が理解しており，自己紹介する際に学生も  

ID カードを見せながら交流する場面が多く見ら  

れた。  

 一度に 9 名を受け入れたのはよいが，全員で  

同様の時間割で実践を行うことは無理である。  
写真 2 学級活動の研究授業参観 

写真 1 浦添市立仲西中学校 
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